
第
十
四
巻
第
二
號

昭
和
四
年
四
月
登
行

　
　
　
（
通
霧
第
五
十
四
號
）

断

一
入
六
六
年
六
月
十
二
日
濫
漫
密
約
に
害
す
ろ
一
考
察

時
野
谷
常
三
郎

　
　
　
　
｝
　
緒
　
　
　
言

　
咋
年
の
十
…
月
二
十
…
日
羽
は
バ
ル
カ
ン
の
巡
遊
を
志

し
て
硬
〃
リ
ン
を
出
で
立
ち
、
途
、
懊
都
ウ
ィ
ー
ン
を
過

ぎ
り
、
其
の
序
で
に
同
地
な
る
討
論
文
書
館
を
訪
ね
、
同

庭
に
牧
藏
せ
る
…
幾
多
貴
重
の
外
交
文
書
を
「
覧
す
る
こ
ご

が
出
來
た
。
共
の
中
特
に
余
輩
の
目
を
惹
い
た
の
は
一
八

六
六
年
六
月
十
二
日
填
佛
爾
瞬
間
に
締
結
せ
ら
れ
た
る
秘
・

　
　
　
第
＋
四
巷
　
　
研
究

一
入
山
ハ
山
ハ
年
山
ハ
刀
十
二
臼
懊
佛
盛
岡
刺
に
闘
…
す
ろ
叫
考
縣
祭

密
條
約
の
原
本
で
あ
っ
て
、
當
時
塊
都
駐
在
の
佛
國
大
使

た
り
し
ヂ
ユ
ソ
ク
ロ
ド
目
グ
ラ
モ
ン
e
琴
号
（
評
§
蔓
琶

露
鰻
蕪
の
〕
・
浮
言
の
外
相
た
り
し
・
勇
が
汀

プ
イ
ソ
ー
伯
（
O
門
魔
レ
、
〔
窪
巴
。
臣
℃
2
ロ
一
）
こ
ご
の
聞
に
調

印
を
醸
せ
る
も
の
、
そ
の
末
尾
の
触
葉
は
本
誌
に
掲
げ
て

全
斑
を
推
す
の
資
料
こ
し
た
の
で
あ
る
が
、
墨
痕
今
に
鮮

か
に
當
年
の
面
影
を
傳
へ
、
印
影
亦
た
肌
か
に
し
て
一
段

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
「
　
（
　
一
六
一
）



　
　
　
第
十
四
巻
　
　
研
　
究

の
光
彩
を
加
ふ
る
も
の
が
あ
る
。
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】
入
六
山
ハ
年
六
月
十
二
日
工
佛
…
密
約
に
關
す
ろ
一
考
H
祭

。二二。〆
ノ＿一　　♪

　　　　　　端唄
φ

　
固
よ
う
此

の
外
交
文
書

は
秘
密
の
も

の
に
属
す
る

も
の
な
る
を

以
て
ド
イ
ツ

側
は
勿
論
、

佛
、
懊
爾
國

の
從
來
の
史

籍
に
も
除
り

記
さ
れ
て
居

る
の
を
見
ぬ
。

其
の
條
約
文

に
掲
ぐ
る
ご

こ
ろ
を
見
る
に
、
プ
ロ
シ
ャ
の
オ
ー
ス
ト
リ
ャ
に
戦
を
宣

す
る
に
先
だ
ち
、
爾
國
間
．
の
風
雲
急
を
告
ぐ
る
に
点
り
、

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
二
　
　
（
　
　
一
⊥
ハ
ニ
）

オ
ー
ス
ト
リ
．
や
の
フ
ラ
ン
入
に
結
べ
る
密
約
に
し
て
声
戦

時
フ
ラ
ン
ス
は
オ
漕
ス
ト
リ
ヤ
に
謝
し
て
、
好
意
の
中
立

（～

モ
暑
�
ﾈ
。
ま
ヨ
①
宕
①
巨
邑
莚
叶
）
を
守
り
、
オ
ー
ス
ト
ソ
ヤ

は
之
に
封
し
て
ヴ
ェ
ネ
チ
ヤ
（
＜
魯
亀
窪
）
を
フ
ラ
ン
ス
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

割
譲
す
べ
し
ご
い
ふ
の
で
あ
る
。
三
野
文
書
館
の
解
説
文

の
末
尾
に
は
後
の
懊
國
宰
相
ボ
イ
ス
ト
（
ゆ
①
暴
計
牢
δ
Ω
膏
げ

国
程
島
舜
コ
幽
）
の
言
説
を
引
い
て
、
「
後
年
ボ
イ
ス
ト
は
此
條

約
文
を
以
て
從
來
彼
の
遭
遇
せ
る
最
も
信
ず
可
ら
ざ
る
公

文
書
ご
名
づ
け
た
」
．
．
受
話
叶
げ
舞
旨
づ
（
匹
①
コ
＜
①
洋
養
㈹
．
）

ぞ
弩
2
ご
α
塁
＝
⇒
牲
9
0
げ
嵩
。
げ
ω
叶
の
算
叶
Φ
昌
Q
。
9
0
犀
、
、
順
0
5
p
三
詳

ユ
霧
庁
∋
〕
①
ぎ
「
ひ
q
無
。
B
ヨ
虫
μ
．
．
ご
記
し
て
居
る
。
ボ
イ
ス

ト
の
此
の
言
は
彼
の
回
想
録
等
（
聾
畷
謡
餐
ゲ
㎎
蹄
齢
訪
遡
を
嘔
．
、
。
。

白
馬
市
警
。
。
蜥
臣
○
．
、
p
）
に
も
見
勝
ら
澱
が
、
鴨
れ
凡
ら
く
は
晩

年
彼
の
睨
近
に
で
も
漏
ら
せ
し
言
葉
の
「
節
で
あ
ら
う
ご

思
は
る
、
。

　
如
上
ボ
イ
ス
ト
伯
の
言
説
に
係
る
ご
U
霧
毎
9
σ
q
冨
魯
〒

。
冨
δ
》
与
奪
ω
葺
。
『
．
ざ
は
最
も
信
用
す
べ
か
ら
ざ
る
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、



文
書
換
言
す
れ
ば
最
も
不
可
思
議
に
思
は
る
き
公
文
書
ビ

い
ふ
意
味
に
て
、
密
約
の
こ
ご
其
れ
自
警
が
銑
に
、
恐
ら

く
在
り
得
べ
か
ら
ざ
る
こ
ご
に
厩
し
、
從
て
交
書
其
の
も

の
も
亦
恐
ら
く
架
等
張
の
も
の
た
る
べ
し
ご
い
ふ
の
で
あ

っ
て
、
密
約
は
事
實
存
在
し
π
る
も
文
書
其
れ
膚
禮
が
贋

造
の
も
の
鈍
る
べ
し
ビ
い
ふ
の
で
な
い
の
は
、
此
の
場
合

ご
U
器
宣
。
。
。
蕃
》
簿
。
コ
ω
慈
。
『
、
ご
書
か
な
い
の
で
も
了
か

る
。
果
し
て
然
か
ら
ば
翌
翌
…
入
六
六
年
六
月
十
二
臼
の

密
約
は
存
立
せ
ざ
り
し
や
、
當
時
に
於
け
る
「
般
の
形
勢

よ
り
し
て
將
叉
、
幾
多
現
存
の
史
實
に
託
り
逐
次
之
を
論

究
せ
ん
ε
す
る
は
本
論
の
主
要
な
る
目
的
で
あ
る
。
且
又

本
論
の
攻
究
に
縁
り
、
　
一
八
六
六
世
代
に
於
け
る
フ
ラ
ン

ス
帝
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の
甥
外
策
を
閾
明
せ
ん
ご
す
る
の

も
、
本
稿
の
副
目
的
で
あ
る
こ
ご
を
信
ず
る
の
で
あ
る
。

　
　
同
）
　
∪
一
〇
》
蕊
。
・
け
亀
§
σ
q
畠
。
。
・
鵠
p
蕊
」
躍
。
恥
自
銭
ら
Q
3
舞
ぬ
p
ε
H
首
。
ψ
写

　
　
　
ノ
＜
…
9
ピ
　
（
H
W
一
両
（
諸
謬
，
Φ
躍
創
O
囲
　
瞬
鴬
げ
糎
⑦
憎
）
。
。
齢
G
◎
ρ
　
’

　
二
　
普
襖
戦
役
前
に
於
け
る
ナ
ポ
レ
オ
ン

第
十
四
谷
　
　
研
究

一
入
山
ハ
山
ハ
年
山
ハ
月
十
二
雲
底
｛
備
岬
密
約
に
闘
脚
遷
る
「
考
察

　
　
　
　
　
　
三
世
の
外
交

　
一
入
五
九
年
の
イ
タ
ソ
ー
統
…
戦
役
に
フ
ラ
ン
ス
帝
ナ

ポ
レ
オ
ン
三
世
が
イ
タ
ソ
ヤ
を
援
け
て
オ
ー
ス
ト
リ
ャ
ご

戦
を
開
き
、
戦
牢
ば
に
し
て
イ
タ
ソ
ヤ
を
出
し
抜
き
オ
ー

ス
ト
ソ
ヤ
ビ
軍
国
講
和
を
な
す
に
至
っ
た
こ
ご
は
、
猫
リ

イ
タ
ソ
や
國
民
の
憤
激
を
誘
上
し
た
に
止
ま
ら
す
、
實
に

佛
國
民
の
聞
に
さ
へ
、
其
の
無
血
な
る
外
無
策
に
憤
る

も
の
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
樹
ほ
一
八
六
三
年
の
ボ
ー

ラ
ン
ド
問
題
に
於
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の
執
れ
る
欝
外
策

が
巧
妙
な
る
ビ
ス
マ
ル
ク
の
外
交
策
に
依
り
可
な
り
に
大

い
な
る
失
敗
を
招
く
に
至
っ
た
こ
ご
も
、
帝
を
し
て
名
聲

懐
復
の
爆
に
出
で
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
や
う
に
し
み
更
に
又

ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
は
「
八
六
「
年
英
國
等
ご
計
）
て
メ
キ

シ
コ
に
懲
罰
の
軍
を
出
し
、
「
入
六
五
年
半
は
北
米
合
衆

國
の
意
外
な
る
干
渉
を
蒙
り
、
其
の
外
交
的
地
位
は
著
し

く
危
殆
に
瀕
し
た
。
一
般
の
形
勢
斯
く
の
如
く
な
る
を
以

て
彼
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
別
途
の
方
面
に
進
路
を
開
拓
し
、
新

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
三
　
　
（
一
六
三
）



　
　
　
第
十
四
巻
　
　
研
究

π
に
名
春
恢
復
の
暴
に
出
で
ね
ば
な
ら
漁
や
う
な
次
第
に

な
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
先
づ
北
の
方
ベ
ル
ギ
ー
方
面
に
眼

を
興
じ
た
。
か
く
て
「
入
六
五
年
の
四
月
フ
ラ
ン
ス
下
院

の
議
長
悟
る
モ
ル
ニ
；
（
寓
。
崔
）
・
）
は
ベ
ル
ギ
ー
の
櫃
密
院

ご
密
議
を
凝
ら
し
、
ベ
ル
ギ
ー
王
レ
オ
ポ
ル
ド
ご
フ
ラ
ン

ス
帝
ナ
ポ
レ
オ
ン
こ
の
間
に
所
謂
ヅ
ィ
シ
ー
（
≦
。
ξ
）
の

　
　
　
　
わ

恩
給
條
約
（
H
O
｛
ぼ
①
三
窪
く
①
§
お
）
な
る
も
の
を
繍
結
せ
し

む
る
に
至
っ
た
。
蓋
し
ベ
ル
ギ
書
影
レ
オ
ポ
ル
ー
3
は
齢
既

に
高
く
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の
塵
迫
の
下
に
幾
も
無
き
其

の
除
算
を
困
む
る
や
う
な
ご
ご
を
好
ま
訟
。
帝
ご
「
っ
の

密
約
を
結
ん
で
身
の
安
穏
を
計
る
や
う
な
こ
ご
に
な
つ

だ
。
（
愚
書
條
約
亡
牒
ベ
シ
ギ
ー
老
帝
の
餓
生
為
安
穏
な
ら
し
む
る
意
識
寓
す
る
O
）
師
ち
・
・
の
取
り
極
め

に
で
レ
オ
ポ
ル
ド
王
は
、
フ
ラ
ン
ス
が
他
（
例
へ
ば
新
興
の

プ
ロ
シ
ャ
）
ε
㎜
戦
を
開
く
や
う
な
場
合
、
ペ
ル
ギ
「
内
な
る

ア
ン
ト
ワ
ー
プ
の
要
塞
を
フ
ラ
ン
ス
軍
の
掌
中
に
委
し
、

樹
ほ
ベ
ル
ギ
7
の
全
軍
を
睾
げ
て
之
を
フ
ラ
ン
ス
の
指
揮

の
下
に
立
た
し
む
る
こ
ご
に
し
、
之
に
籍
し
て
ナ
ボ
ン
オ

一
入
六
山
ハ
年
六
帰
十
二
H
抽
拠
佛
密
約
に
關
…
す
る
一
考
察

　
　
　
　
　
　
餓
四
二
號
　
　
　
　
四
［
　
（
　
　
「
山
ハ
四
）

ン
は
ラ
イ
ン
左
岸
の
ド
イ
ツ
領
だ
る
ケ
ル
ン
並
に
ア
婁
ヘ

ン
を
奪
っ
て
之
を
ベ
ル
ギ
ー
に
附
與
す
る
ご
言
ふ
の
で
あ

る
。
し
か
し
此
の
密
約
は
極
秘
を
守
り
て
外
間
に
漏
る
、

こ
ビ
を
妨
げ
、
殊
に
一
八
ご
＝
年
率
先
ベ
ル
ギ
ー
の
中
立

を
承
認
せ
る
二
半
に
施
し
て
は
努
め
て
其
の
漏
洩
を
阻
止

す
る
こ
ビ
に
肝
謄
を
叛
い
た
の
で
あ
る
。
此
の
密
約
に
於

て
も
察
知
し
得
ら
る
、
が
如
く
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
ラ
イ
ン

左
岸
に
樹
す
る
欲
望
は
虎
視
建
に
眈
々
π
る
も
の
が
あ
り

或
は
機
に
乗
じ
て
恩
給
密
約
を
有
利
に
展
開
し
、
ベ
ル
ギ

ー
方
面
の
全
土
を
フ
ラ
ン
ス
の
配
下
に
立
た
し
む
る
や
う

な
こ
ご
に
な
る
か
も
知
れ
鎗
。
し
か
し
是
が
爲
に
は
テ
イ

ン
の
謝
岸
ド
イ
ツ
の
諸
邦
特
に
其
の
當
時
隆
々
勃
興
の
氣

運
に
あ
る
プ
ロ
シ
ャ
の
猛
烈
な
る
外
帯
あ
る
を
畳
悟
せ
ね

ば
な
ら
ぬ
。
是
に
於
て
帝
は
方
針
を
蒋
じ
ド
イ
ツ
の
爾
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雄
、
プ
η
シ
や
及
び
オ
ー
ス
ト
ヲ
ヤ
が
互
に
其
の
カ
を
角

せ
ん
ご
す
る
の
形
勢
あ
る
を
見
、
努
め
て
爾
雄
を
攻
箏
の

渦
中
に
投
じ
、
其
等
の
同
じ
く
動
勢
困
醸
す
る
に
乗
じ
漁



霊
亀
利
を
貧
ら
う
こ
し
だ
の
で
あ
る
σ
郎
ち
普
填
の
爾
大

國
は
「
入
山
ハ
五
年
羅
臼
丹
ガ
ス
タ
イ
ン
　
（
（
Ψ
勲
ψ
叶
O
一
三
）
　
に
”
二
型
　

を
結
…
び
て
シ
レ
ス
ウ
ィ
ヒ
及
び
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
爾
…
州
北
ハ
有
の

主
義
を
確
立
し
た
も
の
、
、
発
見
共
に
色
遊
の
野
心
勃
々

た
る
も
の
が
あ
り
、
間
も
無
く
紛
孚
の
起
り
稔
る
は
誰
人

の
眼
に
も
映
じ
來
ら
ね
ば
な
ら
、
ぬ
事
象
で
あ
っ
た
。
ビ
こ

ろ
で
帝
の
見
る
ご
こ
ろ
プ
ロ
シ
ャ
の
實
力
は
オ
ー
ス
ト
リ

ヤ
の
中
れ
に
比
し
、
多
少
な
が
ら
劣
っ
て
お
る
や
う
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ

思
は
る
、
の
で
、
同
じ
く
中
立
を
執
る
に
し
て
も
プ
ロ
シ

ャ
の
力
を
工
む
る
や
う
に
し
．
、
（
其
の
間
斡
旋
の
勢
を
誇
示

し
て
自
家
の
利
盆
を
計
る
）
普
懊
雨
渓
を
互
角
の
地
位
に

置
き
て
充
分
な
る
角
圏
を
演
せ
し
め
、
其
等
の
同
じ
く
疲

弊
す
る
の
を
尉
し
巧
に
審
警
官
の
役
目
を
演
じ
て
偉
大
な

る
数
果
を
取
り
牧
め
や
う
ご
計
っ
た
の
で
あ
る
。
プ
ロ
シ

ャ
の
爲
政
家
に
於
て
は
オ
ー
ス
ト
ジ
ヤ
に
醤
し
て
實
力
上

毛
ぺ
て
遜
色
無
き
を
自
席
し
て
居
た
も
の
、
、
南
濁
諸
小

邦
の
饗
背
は
容
易
く
窺
ひ
知
る
こ
ご
が
出
來
ぬ
、
出
來
る

　
　
　
第
十
四
巻
　
　
研
　
究

一
入
山
ハ
山
ハ
年
山
ハ
邦
十
二
日
機
襲
詰
開
密
約
に
關
…
す
る
U
考
察

　
こ
ご
な
ら
ば
ナ
ポ
レ
オ
ン
あ
た
ゆ
の
周
旋
に
依
っ
て
イ
タ

リ
ャ
ご
で
も
提
携
し
萬
全
の
計
を
講
じ
や
う
ご
い
ふ
や
う

な
希
望
が
あ
っ
た
。
か
、
る
形
勢
に
依
っ
て
生
れ
た
の
が

　
「
入
六
五
年
九
月
普
佛
爾
國
問
に
結
ば
れ
た
ビ
ア
ソ
ッ
ツ

（
国
9
践
欝
）
の
密
約
で
あ
る
。
當
時
の
取
り
極
め
は
極
め
て

秘
密
に
し
て
容
易
く
推
測
を
許
す
べ
き
で
は
無
い
が
、
後

日
、
外
間
に
漏
れ
來
つ
た
こ
こ
ろ
に
依
る
と
、
（
一
）
普
填

爾
…
國
の
戦
を
開
く
場
合
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
中
立
の
態
度
を

執
る
こ
ご
（
二
）
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
イ
タ
リ
ャ
を
し
て
プ
ロ
シ

ャ
ξ
同
盟
を
結
ば
し
む
る
や
う
盤
塾
し
直
接
イ
タ
ソ
や
政

府
に
具
し
て
こ
の
こ
ご
を
拗
奨
す
る
（
三
）
爾
ほ
普
填
戦
役

の
結
果
、
プ
ロ
シ
ャ
に
有
利
な
る
結
果
を
將
参
す
る
や
う

な
場
合
、
プ
ロ
シ
ャ
は
フ
ラ
ン
ス
が
ベ
ル
ギ
ー
を
占
領
し

其
の
他
ラ
イ
ン
左
岸
の
ド
イ
ツ
諸
邦
領
に
も
勢
力
を
回
す

．
こ
ご
を
黙
認
す
る
こ
ご
是
等
を
協
定
し
た
も
の
、
や
う
で

あ
る
。
此
の
後
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
…
幾
干
の
程
度
ま
で
普
以
爾

國
の
同
盟
に
岡
旋
せ
る
や
は
明
か
で
は
無
い
が
》
ビ
ス
マ

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
五
　
　
（
　
　
一
山
ハ
五
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四
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ル
ク
が
こ
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
よ
り
得
た
る
内
諾
に
依
っ
て
安

ん
じ
て
イ
タ
ソ
ヤ
こ
の
同
盟
交
渉
に
充
分
の
努
力
を
傾
注

す
る
に
至
れ
る
は
蓋
し
疑
無
き
の
事
實
で
あ
ら
う
。
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八
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』
牛
山
ハ
h
月
十
二
日
斌
へ
佛
密
約
に
慨
す
，
る
一
考
脚
祭

　
　
　
　
三
　
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の
外
交
に
於
け
る

　
　
　
　
　
　
「
轄
機

　
民
族
主
義
を
無
親
せ
る
ウ
ィ
ー
ン
公
會
の
決
議
（
一
入

一
五
年
）
は
北
イ
タ
ヲ
ヤ
の
ヅ
ェ
、
矛
チ
ヤ
及
び
ロ
ン
バ
ル

ヂ
や
等
を
奪
っ
て
之
を
オ
ー
ス
ト
ジ
ャ
の
覇
絆
の
下
に
立

た
し
む
る
に
至
っ
た
。
か
る
が
故
に
イ
タ
ソ
や
統
嚇
の
運

動
起
る
に
及
ん
で
、
イ
タ
ソ
ヤ
は
常
に
是
等
の
地
域
の
俄

復
を
以
て
目
賭
こ
な
し
、
「
入
五
九
年
の
統
一
戦
役
の
結

　
　
　
　
　
　
紳
姫
二
｛
遡
　
　
　
　
点
ハ
　
（
　
　
一
山
一
六
）

果
、
幸
に
し
て
ロ
ン
バ
ル
ヂ
や
方
面
を
奪
っ
て
之
を
イ
タ
リ

ャ
新
王
國
の
所
騰
の
下
に
立
た
し
む
る
に
至
っ
た
が
、
ヅ

ェ
ネ
チ
ヤ
は
依
然
こ
し
て
オ
ー
ス
ト
ソ
ヤ
の
覇
麟
す
る
こ

こ
ろ
で
あ
っ
た
。
故
に
　
入
六
五
年
の
比
、
フ
ロ
レ
ン
ス

な
る
イ
タ
ソ
や
新
王
國
政
府
は
オ
ー
ス
ト
リ
ャ
に
要
望
す

る
に
ヴ
ェ
ネ
チ
ヤ
の
憎
買
却
を
以
て
す
る
に
至
っ
た
。
常
時

　
　
　
　
　
　
　
め

の
外
交
的
曲
折
は
ホ
ー
エ
ン
ロ
ー
重
圏
の
記
録
に
載
せ
た

る
一
八
六
入
年
十
二
月
六
日
公
自
ら
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
て
物

せ
る
書
状
に
詳
か
に
記
さ
れ
て
居
る
、
そ
れ
に
依
る
ご
、

イ
タ
ソ
ヤ
の
駐
填
大
使
で
ラ
ン
ダ
ウ
（
い
9
薮
磐
）
こ
か
云

へ
る
も
の
ウ
イ
ー
ン
に
於
て
此
の
責
却
の
問
題
を
提
案
し

だ
ご
こ
ろ
、
同
地
に
於
て
可
な
り
の
反
響
を
喚
蓮
し
た
。

加
ふ
る
に
年
時
オ
ー
ス
ト
ソ
ヤ
の
外
相
で
あ
っ
だ
メ
ン
ス

ξ
・
ぎ
寄
書
忍
業
獄
融
査
）
喜

エ
ネ
チ
ャ
の
嚢
却
は
オ
ー
ス
ト
ソ
ヤ
の
爲
に
も
永
遠
の
繭

根
を
除
く
繹
に
な
る
か
ら
ご
て
寧
ろ
之
に
賛
意
を
表
す
る

を
吝
ま
な
か
っ
た
。
ε
こ
ろ
が
皇
帝
フ
ラ
ン
ツ
B
ヨ
セ
フ
や



軍
閥
側
の
人
々
は
猛
烈
に
反
鍬
し
、
事
は
遽
に
沙
汰
止
み

の
姿
ご
な
っ
た
の
で
あ
る
。
蓋
し
軍
閥
側
の
意
見
で
は
戦

め
結
果
に
依
ら
す
し
て
ヴ
ェ
ネ
チ
ヤ
を
批
棄
す
る
の
は
オ

ー
ス
ト
ヲ
ヤ
の
陸
軍
の
四
阿
を
殿
損
す
る
も
の
で
あ
る
と

し
て
斯
か
る
態
度
に
出
で
た
の
で
あ
る
。
此
の
ヴ
ェ
ネ
チ

や
購
買
の
行
き
認
み
を
利
用
し
て
、
有
利
の
方
面
に
展
開

せ
し
め
た
の
が
プ
ロ
シ
ャ
で
あ
る
。
師
ち
こ
の
折
柄
プ
v

シ
ヤ
の
伯
爵
ウ
ゼ
ド
ム
（
d
．
ω
①
卿
○
ヨ
）
は
イ
タ
ソ
や
王
國
の

新
首
都
フ
ロ
レ
ン
ス
に
居
っ
た
が
、
如
上
の
形
勢
を
利
用

し
て
イ
タ
フ
ヤ
を
し
て
プ
買
シ
ャ
ご
同
盟
を
さ
す
る
や
う

に
カ
を
致
し
、
　
N
面
此
の
同
盟
に
依
っ
て
プ
ロ
シ
ャ
の
ド

イ
ツ
に
於
け
る
統
一
計
書
を
容
易
に
途
行
せ
し
め
ん
ご
計

っ
た
の
で
あ
る
。
ウ
ぜ
ド
ム
の
主
張
に
依
れ
ば
、
「
若
し
プ

ロ
シ
ャ
に
し
て
イ
タ
ジ
ヤ
と
同
盟
を
結
ぶ
を
得
す
、
輩
濁

に
オ
ー
ス
ト
ソ
や
ご
戦
を
開
く
や
う
な
場
合
、
其
の
結
果

は
無
論
畳
束
無
き
も
の
で
あ
ら
う
。
か
く
て
オ
ー
ス
ト
リ

ヤ
が
勝
利
を
博
す
る
如
き
場
合
、
イ
タ
ジ
ャ
は
決
し
て
ヴ
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四
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一
八
六
山
ハ
年
六
月
十
一
冒
口
回
へ
佛
…
密
約
に
7
押
す
・
る
踊
考
察

・
エ
ネ
チ
ャ
の
劉
護
を
得
鎗
で
あ
ら
う
。
既
に
購
買
に
依
っ

て
も
之
を
獲
る
に
由
無
く
、
叉
プ
ロ
シ
ヤ
ビ
の
同
盟
な
く

し
て
も
之
を
獲
る
こ
ご
が
出
走
す
、
要
は
プ
ツ
シ
や
ご
の

同
盟
に
依
っ
て
始
め
て
同
地
獲
得
の
素
志
を
遽
ぐ
る
こ
ご

が
出
來
る
で
あ
ら
う
。
」
云
々
。
此
の
論
議
に
烈
し
反
醤
し

た
の
は
イ
タ
リ
ャ
の
將
軍
ラ
ー
ー
マ
ル
モ
ラ
（
H
幽
筥
騨
讐
6
欝
）

で
あ
っ
て
、
同
心
軍
の
意
見
で
は
熟
株
の
落
つ
る
ま
で
待

つ
の
が
、
イ
タ
コ
ヤ
の
最
も
得
策
ご
す
る
ε
こ
ろ
で
早
急

濁
以
の
同
盟
を
締
結
す
る
が
如
き
は
無
用
の
事
で
あ
る
ご

論
じ
た
。
が
併
し
乍
ら
イ
タ
リ
や
政
府
の
意
向
は
ウ
ぜ
ド

ム
の
意
見
に
賛
成
の
意
を
衷
し
、
ゴ
ヅ
ォ
ン
（
O
o
＜
○
器
）
を

密
使
こ
し
て
之
を
プ
ロ
シ
ャ
に
逼
る
こ
ご
に
な
っ
た
。
か

く
し
て
成
立
を
見
る
に
至
つ
だ
の
が
．
…
八
⊥
全
心
年
四
月

入
麟
の
所
謂
猫
以
攻
勢
同
盟
で
あ
る
。
濁
以
爾
國
は
オ
ー

ス
ト
ソ
ヤ
に
戦
を
澄
せ
る
後
、
共
に
全
力
を
生
し
て
戦
に

忍
事
し
、
爾
國
協
議
す
る
に
非
ざ
れ
ば
決
し
て
休
戦
若
く

は
講
和
を
な
さ
や
る
こ
ご
、
等
是
等
を
取
も
極
め
た
。
勿

　
　
　
　
　
　
麓
〃
二
號
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（
　
一
六
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論
講
和
の
際
に
プ
ロ
シ
ャ
が
イ
タ
ソ
ヤ
の
ヅ
ェ
ネ
チ
や
獲

得
に
充
分
の
助
力
を
致
す
べ
き
は
階
獣
の
問
に
約
束
さ
れ

だ
の
で
あ
る
。

　
此
の
同
盟
締
結
の
際
フ
ラ
ン
ス
帝
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
が

彼
の
ビ
ァ
リ
ッ
會
議
の
約
束
に
從
っ
て
、
如
何
な
る
程
度

ま
で
斡
旋
の
勢
を
執
れ
る
や
は
明
か
な
ら
す
、
否
な
寧
ろ

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
手
を
煩
は
さ
す
、
帝
の
知
ら
ざ
る
間
に
極

め
て
蓬
蓬
に
同
盟
の
成
立
を
見
た
る
も
の
、
如
く
、
猫
以

下
國
に
令
し
斡
旋
の
勢
を
誇
示
し
、
そ
の
間
韓
干
の
利
盆

を
獲
得
せ
ん
こ
す
る
帝
の
「
計
書
は
脆
く
も
失
敗
に
艦
し

終
れ
る
も
の
、
如
く
、
此
の
黙
に
於
て
多
大
の
失
望
を

帝
に
與
へ
た
る
も
の
、
や
う
で
あ
る
。
ご
は
言
へ
此
の
折

プ
ロ
シ
ャ
が
ビ
ア
ソ
ッ
歪
面
の
協
定
を
支
柱
こ
な
し
安
ん

じ
て
猫
以
の
協
約
に
心
力
を
注
げ
．
る
は
輕
税
す
べ
か
ら
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

％
事
象
で
あ
ら
う
。
良
が
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
は
プ
ロ
シ

ャ
の
勢
威
殊
の
外
に
盛
ん
ご
な
れ
る
を
嫉
み
、
叉
唐
門
の

計
書
の
鰯
交
せ
る
に
業
を
煮
や
し
、
イ
タ
ソ
ヤ
の
ラ
“
マ
ル

一
入
六
六
年
山
ハ
月
十
二
R
…
醸
｛
鶴
騨
露
W
約
に
㍊
繋
壁
ろ
「
考
察

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
八
　

（
　
　
｝
山
回
八
）

モ
ラ
特
軍
を
煽
か
し
て
、
「
プ
ロ
鉱
ヤ
が
イ
タ
ソ
や
政
府
に

迫
っ
て
．
填
句
ハ
ン
ガ
ジ
ヤ
に
毒
す
る
困
難
な
遠
征
を
企
て

し
め
や
う
ご
し
だ
こ
い
ふ
や
う
な
文
面
」
を
公
表
す
る
に

至
っ
た
が
、
其
の
結
果
は
皇
帝
や
ラ
H
マ
ル
モ
ラ
將
軍
が
豫

期
せ
し
や
う
プ
ロ
シ
ャ
ご
イ
タ
リ
ヤ
こ
の
關
係
を
服
隔
せ

し
む
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世

帝
は
本
國
な
る
法
王
蕪
の
指
令
に
從
ひ
主
ご
し
て
イ
タ
ジ

や
政
府
の
方
針
に
反
抗
の
態
度
を
執
り
、
殊
更
に
気
負
奪

大
の
態
度
を
以
て
同
政
府
を
洞
面
せ
ん
ご
し
愈
が
上
に
其

の
信
望
を
失
ふ
た
の
で
あ
る
。
元
來
プ
ロ
シ
ャ
王
ウ
ィ
ル

ヘ
ル
ム
…
世
は
熟
心
な
小
ド
イ
ツ
主
義
者
で
あ
っ
て
純
紳

な
る
皇
民
的
統
「
を
希
望
し
、
之
が
爲
に
は
オ
ー
ス
ト
ソ

ヤ
ε
の
戦
は
早
晩
避
く
可
ら
ざ
る
を
知
っ
た
の
で
あ
る
が

此
の
際
は
戦
に
頑
強
に
反
凝
し
た
。
顧
ふ
に
漁
れ
國
内
輿

論
の
非
戦
論
（
ナ
ー
ス
ト
リ
ヤ
の
同
民
族
定
戦
ふ
の
に
よ
ろ
し
か
ら
す
宣
い
ふ
や
う
な
）
可
な
）
に
辛

辣
な
る
ご
、
風
食
開
戦
の
曉
、
英
、
磁
、
佛
等
諸
強
國
が

如
何
な
る
干
渉
を
企
む
る
や
も
知
ら
す
と
懸
念
し
た
爲
で



あ
ら
う
。
從
て
オ
ー
ス
ト
ソ
ヤ
を
目
標
ε
し
て
イ
タ
リ
や

ご
同
盟
を
結
ぶ
が
如
き
こ
ご
に
も
繰
り
賛
成
で
は
な
か
っ

た
が
、
ビ
ス
マ
ル
ク
等
の
懲
懸
に
告
げ
て
其
の
議
に
同
じ
た

の
で
あ
る
。
爾
ほ
オ
ー
ス
ト
ヲ
ヤ
の
態
度
が
段
々
攻
勢
的

こ
な
り
、
モ
ラ
ビ
ヤ
や
ヴ
ェ
ネ
チ
や
方
面
に
若
し
軍
隊
の

集
中
を
始
む
る
に
及
び
プ
ロ
シ
ャ
王
も
断
然
た
る
態
度
に

依
っ
て
慮
戦
の
準
備
を
整
へ
、
叫
般
の
輿
論
も
期
せ
ず
し

て
開
戦
に
決
し
勢
威
愈
が
上
に
も
盛
ん
な
ら
ん
こ
す
る
や

う
な
形
勢
で
あ
っ
た
。
総
て
こ
れ
で
は
或
は
オ
ー
ス
ト
ソ

ヤ
に
愚
昧
が
無
く
、
普
喚
二
國
を
互
角
の
地
位
に
置
き
て

相
圏
は
し
め
、
相
互
の
充
分
な
る
困
慾
に
乗
じ
て
利
を
博

せ
ん
ビ
す
る
ナ
ボ
ψ
．
オ
ソ
の
計
書
も
可
能
性
が
頗
る
乏
し

き
や
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
帝
は
爵
ら
主
宰
者
こ
な
っ
て

欧
洲
凋
國
の
李
和
會
議
を
開
き
其
の
問
牛
耳
を
執
っ
て
フ

ラ
ン
ス
の
勢
望
を
昂
め
、
そ
の
機
器
を
彌
が
上
に
緊
張
せ

し
め
や
う
ご
し
だ
。
此
の
折
ビ
ス
マ
ル
ク
は
内
心
オ
ー
ス

ト
ソ
ヤ
ピ
の
戦
を
希
求
し
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
内
外
の

　
　
　
第
ナ
四
二
　
　
研
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噌
入
議
郡
山
ハ
年
山
ハ
月
・
†
二
蘇
漁
腿
備
岬
密
約
に
．
關
3
ヲ
る
一
考
察

非
戦
論
者
か
ら
好
戦
家
ご
思
惟
さ
れ
澱
や
う
、
且
つ
は
膚

分
が
此
の
提
議
に
賛
意
を
表
す
る
こ
も
オ
ー
メ
ト
ソ
ヤ
は

之
を
拒
絶
す
る
で
あ
ら
う
ご
確
信
し
、
安
ん
じ
て
該
提
議

に
賛
意
を
表
す
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
て
オ
ー
ス
ト
ソ
ヤ

は
ビ
ス
マ
ル
ク
の
豫
期
し
だ
や
う
此
の
提
議
に
碧
し
娩
曲

に
拒
絶
の
意
を
表
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
事
は
ヅ
イ
ソ
ツ

ウ
ム
目
フ
ナ
ン
義
脚
ジ
ク
ス
ナ
ッ
ー
3
伯
の
記
録
に
掲
げ
た
一
入

六
六
年
六
月
一
一
、
百
附
の
ロ
ソ
ー
3
ン
よ
り
出
せ
る
書
状
に
依
・

つ
て
明
か
に
す
る
こ
ご
が
出
汐
る
。
其
の
黙
黙
を
摘
鍛
せ

　
　
あ

ん
に
「
佛
國
の
提
議
に
係
る
刻
國
李
野
離
議
に
甥
す
る
オ

；
ス
ト
ヲ
ヤ
の
返
答
は
電
報
で
英
國
等
に
も
知
れ
撃
っ
て

居
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
依
る
ε
、
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
が
李

和
會
議
に
墾
加
を
肯
ん
ず
る
に
し
て
も
、
會
議
に
墾
刻
す

べ
き
如
何
な
る
國
の
領
土
を
も
籏
大
せ
す
、
叉
其
の
勢
力

を
も
増
加
せ
ぬ
條
件
の
下
に
塗
骨
を
承
認
す
べ
き
も
の
で

あ
る
」
こ
い
ふ
の
で
あ
っ
た
。
良
が
て
六
月
「
日
懊
都
ウ
ィ

ー
ン
よ
り
派
遣
さ
れ
た
使
箇
の
一
行
は
二
日
パ
リ
に
至
っ

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
九
　
　
（
　
　
嚇
山
ハ
↓
ル
）



　
　
　
第
十
四
魯
　
　
研
究

て
上
記
電
・
文
に
示
さ
れ
た
や
う
な
返
答
を
與
へ
六
月
の
三

日
に
は
イ
ギ
ソ
・
ス
に
渡
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ャ
が
斯
く
も

拒
絶
の
意
を
示
す
に
も
同
じ
き
垂
耳
を
提
示
す
る
に
至
れ

る
は
何
故
で
あ
ら
う
か
。
公
案
の
開
か
る
、
以
上
、
ナ
ポ

レ
オ
ン
三
世
は
髭
面
其
の
も
の
、
命
倉
を
以
て
ヴ
ェ
、
乃
チ

ヤ
を
オ
ー
ス
ト
ジ
ャ
か
ら
割
き
、
之
を
イ
タ
ソ
ヤ
に
與
へ
、

間
接
に
宮
己
の
勢
威
を
擾
心
せ
ん
こ
ご
を
計
る
で
あ
ら

う
。
も
ビ
よ
リ
オ
ー
ス
ト
フ
ヤ
の
ヴ
ェ
ネ
チ
ヤ
を
犠
牲
と

す
る
は
夙
に
其
の
畳
悟
す
る
ε
こ
ろ
で
あ
る
が
、
蕾
に
列

車
會
議
の
命
今
で
、
何
等
賠
償
を
得
る
と
こ
ろ
も
無
く
之

を
割
賀
す
る
ご
い
ふ
の
は
甚
し
く
自
己
の
威
を
傷
け
る
や

う
に
な
る
の
で
か
く
も
娩
曲
の
僻
事
に
依
っ
て
拒
絶
の
意

を
表
示
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
若
し
夫
れ
列
強
に
し

て
ヴ
ェ
ネ
チ
ヤ
を
濁
立
の
王
國
た
ら
し
め
、
イ
タ
ソ
や
全

土
を
ば
ヴ
ィ
ラ
フ
ラ
ソ
カ
（
ノ
N
口
圃
9
h
弓
9
¢
0
9
）
の
和
約
に
示
さ

れ
た
や
う
「
箇
の
聯
邦
（
ω
3
舞
窪
ぴ
毒
ρ
）
こ
し
て
構
成
す

る
に
至
ら
ば
換
言
す
れ
ば
オ
ー
ス
ト
ヲ
ヤ
に
重
し
此
く
の

一
八
山
ハ
六
磁
↓
ハ
霞
μ
十
二
R
一
管
蔵
鰯
密
紬
「
に
闘
禦
亨
ろ
｝
考
鮮
…

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
一
〇
　
（
　
一
七
〇
）

如
き
譲
歩
を
輿
へ
た
り
ε
せ
ば
、
二
藍
ス
ト
リ
ヤ
は
ヅ
ェ

ネ
チ
ヤ
の
提
供
に
甘
ん
じ
て
爾
且
つ
利
國
會
議
に
参
凋
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

許
諾
を
與
へ
た
で
あ
ら
う
。
佛
國
の
外
相
ヅ
ル
ー
イ
ン
跨

ヅ
肖
ジ
ュ
ー
イ
（
一
）
憎
○
ξ
誉
号
ご
μ
ξ
。
。
）
は
各
國
に
電
報
を
登

し
て
オ
ー
ス
｝
ジ
ヤ
か
ら
の
回
答
の
次
第
を
告
げ
、
該
回

答
に
甥
し
何
等
の
論
評
を
も
加
ふ
る
こ
ご
を
避
け
た
が
、

イ
ギ
リ
ス
の
ラ
ッ
セ
ル
卿
（
回
，
L
O
目
q
H
三
二
〇
Q
ω
O
口
）
は
こ
の
事
た

る
フ
ラ
ン
ス
に
於
て
大
王
開
催
の
意
見
を
全
然
掘
棄
し
た

る
徴
候
な
り
ご
見
倣
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
外
相
ク
ラ
レ
ン
ー
3

ン
（
鳥
Q
一
三
歴
①
⇔
鮎
O
⇔
）
も
「
撮
記
ス
ト
ソ
ヤ
を
考
慮
の
中
に
加
へ

す
し
て
大
身
を
開
く
こ
ご
の
不
可
能
な
る
は
言
を
挨
た
ざ

る
こ
こ
ろ
で
あ
る
。
」
ご
言
ふ
た
。

　
斯
く
の
如
く
し
て
今
や
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の
首
唱
に
係

か
る
列
國
會
議
開
催
の
意
見
は
オ
ー
ス
ト
ジ
ヤ
の
娩
曲
な

る
拒
絶
に
依
っ
て
、
塞
し
く
成
立
の
運
び
に
至
ら
す
し
て

止
ん
だ
、
彼
ナ
ポ
レ
オ
ン
た
る
も
の
何
等
か
別
途
の
方
面

に
そ
の
進
路
を
開
拓
し
て
外
交
上
の
面
隅
を
維
持
せ
ね
ば



な
ら
ぬ
。
換
言
す
れ
ば
如
上
の
外
交
的
失
態
を
一
丁
機
こ

し
て
オ
ー
ス
ト
ソ
や
ご
の
密
約
締
結
に
漸
次
其
の
歩
を
進

む
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

Hv
C．」　Nvv

O
o
＝
写
貯
臼
㈹
冨
律
窪
餌
。
醜
触
出
誘
8
昌
O
寓
。
篇
鼠
㈹
鑓
¢
○
げ
〇
三
〇
ぽ

ω
o
寓
費
ロ
鴉
怨
冨
ご
　
H
。
・
8
戸
切
戸
●
。
。
●
零
。
．

U
一
詳
ρ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
・
●
ω
食

H
o
民
9
ポ
Q
器
a
昌
毒
自
乙
Q
a
O
護
㊤
H
c
◎
£
占
Q
◎
ひ
9
U
2
労
悉
巳
㎡
一

犀
O
謬
O
餌
く
O
郎
囚
9
二
国
犠
妄
挙
O
げ
Ω
毎
h
．
く
一
種
N
臼
篇
瞬
く
9
口
国
O
犀
湾
皿
負
ρ

m
．
回
O
N
ム
。
H
O
9

四
填
佛
密
約
の
成
立

　
フ
ラ
ン
ス
の
皇
帝
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
が
ビ
ア
ソ
ツ
密
約

の
定
む
る
こ
こ
ろ
に
從
っ
て
プ
ロ
シ
ャ
並
に
イ
タ
ソ
ヤ
の

間
に
斡
旋
の
勢
を
交
り
、
之
れ
に
依
っ
て
恩
を
爾
國
に
商

う
、
其
の
間
ま
た
若
干
の
實
利
を
牧
め
ん
ご
せ
し
も
の
、

プ
ロ
シ
ャ
の
迅
速
な
る
外
交
的
活
動
に
依
り
、
敢
へ
て
帝

の
勢
を
煩
は
さ
す
に
普
、
以
爾
國
聞
の
密
約
を
成
就
せ
し

む
る
に
至
っ
た
。
偏
れ
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
心
中
甚
だ
穏
な
ら

ざ
る
所
以
で
あ
る
○
そ
こ
で
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
は
其
の
憤

　
　
　
第
十
四
谷
　
　
研
究

一
入
山
ハ
山
ハ
年
ゐ
ハ
月
琴
－
二
口
聖
王
佛
密
約
に
流
す
’
ろ
一
考
察

愚
を
漏
ら
す
べ
く
前
に
も
云
ふ
や
う
に
煽
動
や
洞
喝
を
用

ひ
て
頻
り
ご
イ
タ
ソ
ヤ
に
臨
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
何
れ
も

其
の
目
的
を
達
す
る
に
至
ら
す
、
不
満
の
情
は
愈
々
募
る

借
り
で
あ
っ
な
。
加
ふ
る
に
プ
ロ
シ
ャ
の
戸
内
統
一
は
帝
の

豫
想
に
も
反
し
て
愈
歯
固
ご
な
り
、
此
の
分
で
は
オ
ー
ス

ト
ヅ
ヤ
の
方
に
或
は
勝
味
が
無
い
や
シ
に
な
る
か
も
知
れ

ぬ
。
所
謂
普
填
爾
國
を
互
角
の
位
置
に
置
い
て
激
し
き
戦

を
行
は
し
め
、
其
の
間
に
漁
夫
の
利
を
貧
ら
う
こ
す
る
帝

の
計
書
は
畢
寛
す
る
に
叢
誌
に
満
し
詣
る
や
う
に
な
る
か

も
知
れ
ぬ
。
是
に
於
て
帝
は
欧
洲
列
強
の
奉
和
會
議
を
開

い
て
、
其
問
膚
ら
牛
耳
を
執
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
威
望
を
昂

め
、
實
利
を
さ
へ
獲
得
せ
ん
ご
企
つ
る
に
至
っ
た
。
が
併

し
乍
ら
帝
の
此
の
計
豊
は
重
三
ス
ト
リ
ヤ
が
極
め
て
娩
曲

の
購
令
を
以
て
公
會
に
参
加
す
る
を
僻
は
つ
た
爲
め
、
遺

憾
に
も
失
敗
に
絡
は
る
の
除
儀
無
き
に
至
つ
だ
。
叢
に
於

て
帝
は
別
途
の
方
面
に
外
交
的
進
路
を
開
拓
し
て
、
其
の

威
望
を
繋
が
う
ご
企
て
淀
．
、
是
が
召
的
を
藩
成
せ
む
爲
め

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
｝
一
　
（
　
一
七
｝
）



　
　
　
第
十
四
巻
　
　
研
　
究

帝
の
選
ん
だ
手
段
が
班
謂
填
以
の
密
約
で
あ
る
や
う
に
思

は
る
、
。
帥
ち
プ
ロ
シ
ャ
・
オ
！
ス
ト
ソ
ヤ
の
爾
國
が
翻
圓

ふ
間
、
フ
ラ
ン
ス
は
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
に
賑
し
て
好
意
の
中

立
を
守
り
、
そ
の
代
り
ォ
ー
ス
ト
ソ
ヤ
を
し
て
ヅ
ェ
、
矛
チ

ャ
を
フ
ラ
ン
ス
に
割
護
さ
せ
や
う
ε
い
ふ
の
で
あ
る
。
斯

か
る
手
段
を
以
て
す
れ
ば
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ー
ス
ト
ソ
ヤ
は

共
に
其
の
威
信
を
毒
す
こ
ご
無
く
、
又
爾
國
共
に
其
の
實

利
を
獲
得
す
る
こ
ご
が
出
張
る
や
う
に
な
る
。
更
に
叉
、
こ

の
方
法
に
依
っ
て
オ
ー
ス
ト
ソ
ヤ
の
勢
力
を
進
め
て
、
隆

々
た
る
プ
ロ
シ
ャ
の
繁
れ
に
甥
峙
せ
し
め
、
所
謂
爾
雄
を

互
角
の
地
位
に
置
い
て
其
の
間
に
激
烈
な
る
箏
闘
を
演
せ

し
め
（
而
し
て
最
後
は
オ
ー
ス
ト
ソ
ヤ
の
勝
を
得
る
を
自

信
す
る
。
）
依
り
て
以
て
漁
夫
の
利
を
貧
ら
う
ご
す
る
ナ
ポ

レ
オ
ン
の
目
的
は
遺
憾
無
く
達
成
さ
る
、
こ
ご
が
串
來
や

う
。
云
ふ
る
に
常
時
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
の
外
相
で
あ
っ
た
メ

　
　
　
　
　
　
　
リ

ン
ス
ド
ル
フ
伯
は
ヅ
ィ
ッ
ッ
ー
ム
伯
の
記
録
に
も
明
記
さ

れ
て
み
る
や
う
、
心
中
、
反
プ
ロ
シ
ャ
主
義
を
謳
敬
す
る

一
輔
八
山
ハ
編
ハ
年
論
ハ
庭
輝
十
二
a
羅
｛
礁
岬
嶺
湖
締
脚
に
繍
剛
す
ろ
扁
考
擢
…

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
一
二
　
（
　
一
七
二
）

大
臣
で
あ
る
か
ら
、
勢
々
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
理
想
を
實
現
す

る
に
は
充
分
の
可
能
性
が
あ
る
ご
言
ふ
て
宜
い
。

　
以
上
論
究
し
忘
れ
る
こ
こ
ろ
を
以
て
之
れ
を
見
れ
ば
、

填
以
下
風
間
に
密
約
の
締
結
さ
る
、
や
う
に
な
っ
た
の
も

強
ち
不
合
理
の
こ
ご
、
は
繕
す
る
課
に
行
か
ぬ
。
況
ん
や

次
章
に
猛
て
述
ぶ
る
が
や
う
、
該
密
約
成
立
の
極
め
て
的

確
な
る
謹
襟
の
多
々
存
在
す
る
に
於
て
お
や
。
さ
れ
ば
擾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

く
最
近
に
溜
た
べ
ー
エ
ン
男
望
の
著
述
『
第
ご
帝
政
』
に

は
此
の
密
約
の
成
立
を
承
認
し
て
ハ
但
し
該
密
約
の
事
實

存
在
せ
る
所
以
を
史
學
研
究
法
的
に
考
歯
し
た
の
で
は
無

い
。
）
之
が
経
過
を
可
な
り
詳
細
に
述
べ
て
居
る
。
今
こ
れ

に
依
っ
て
逸
玉
に
於
け
る
経
過
の
大
要
を
述
ぶ
る
こ
ご
に

す
る
。
『
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
は
填
佛
の
密
約
を
成
立
せ
し
め

ん
ご
て
是
が
協
商
の
任
を
、
時
の
駐
懊
大
使
で
あ
っ
て
填

佛
の
聯
盟
に
可
な
り
の
熱
心
を
有
す
る
グ
ラ
モ
ン
公
（
量
。

号
O
§
日
δ
暮
）
に
委
任
し
た
。
公
は
六
月
の
四
日
密
約
の

草
案
を
ウ
ィ
ー
ン
の
朝
廷
に
提
供
し
旋
が
此
の
草
案
こ
そ



二
）
フ
ラ
ン
ス
は
男
並
爾
國
相
戦
ふ
に
當
っ
て
絶
封
の
中

立
を
駆
り
、
加
之
、
膚
ら
其
の
全
力
を
盤
し
て
以
普
爾
國

の
同
盟
か
ら
イ
タ
リ
ヤ
を
引
離
し
て
中
立
の
態
度
を
執
ら

し
む
る
や
う
に
す
（
此
の
こ
ご
が
密
約
の
箇
條
に
現
は
れ

だ
好
意
の
中
立
な
る
も
の
、
一
に
該
當
す
る
）
o
（
二
）
戦
後

違
和
要
約
の
締
結
さ
る
、
に
當
っ
て
は
（
勿
論
主
ご
し
て

オ
ー
ス
ト
ソ
ヤ
が
勝
つ
も
の
ご
假
定
し
て
の
こ
ご
な
ら

4
，
0
）
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
は
ヴ
ェ
ネ
チ
ヤ
を
以
て
フ
ラ
ン
ス
政

府
の
掌
中
に
委
出
る
。
其
の
他
イ
タ
ソ
ヤ
の
地
に
於
て
フ

ラ
ン
ス
ご
相
談
す
る
こ
ご
無
し
に
、
戦
前
の
駿
態
（
幹
9
嘗

聲
。
磐
8
び
①
管
笛
）
を
憂
更
す
る
や
う
な
こ
ご
は
黒
々
無

い
。
（
三
）
戦
孚
の
経
過
に
依
っ
て
（
勿
論
塊
國
が
勝
つ
も

の
ご
し
て
）
ド
イ
ツ
諸
難
問
の
關
係
に
墾
化
を
適
し
、
其

の
結
果
歓
洲
の
均
衡
に
鍵
革
を
呈
す
る
が
如
き
取
り
極
め

が
行
は
る
べ
き
も
の
こ
せ
ば
、
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
は
斯
か
る

取
b
極
め
を
行
ふ
に
先
だ
ち
て
フ
ラ
ン
ス
の
同
意
を
得
る

を
要
す
る
云
々
。
此
く
の
如
き
箇
條
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
第
十
四
巻
　
　
研
究

一
入
山
ハ
山
ハ
年
山
ハ
臼
〃
十
∴
一
H
塊
佛
密
約
に
組
す
る
一
考
察

さ
て
六
月
十
二
日
に
は
此
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
依
っ
て
示
さ

れ
た
雲
上
に
基
き
グ
ラ
モ
ン
並
に
メ
ン
ス
ド
ル
フ
の
間
に

所
謂
填
佛
間
の
密
約
が
締
結
さ
れ
、
更
に
三
日
後
に
は
双

互
の
義
務
を
明
記
す
る
説
明
的
文
書
に
爾
國
代
表
の
調
印

を
終
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
目
）
　
U
o
ロ
岸
毛
貯
臼
σ
Q
冨
搾
。
冨
く
。
ロ
図
帥
二
目
二
銭
二
方
O
舅
眠
く
騨
費
鐸
ヨ
ぎ
嵩

　
　
　
同
。
冨
舜
袋
e
　
幹
回
O
Q
●

　
　
い
）
　
切
母
8
切
2
0
湧
”
　
び
o
o
Q
o
8
民
国
彰
℃
搾
。
善
冨
円
三
戸
黛
覧
。
諺
簿

　
　
　
切
。
㎡
ρ
（
お
㎞
ひ
）
8
0
皆
o
U
o
舞
浜
昌
9
℃
．
器
O
∴
い
。
．

　
　
　
　
五
填
佛
密
約
存
在
の
史
學
的
中
謹

　
一
入
六
六
年
六
月
十
二
日
の
懊
佛
密
約
は
国
外
に
於
け

る
一
般
の
形
勢
よ
り
論
究
し
て
當
然
存
立
し
得
べ
き
可
能

性
を
有
す
る
こ
ご
は
上
述
の
如
く
で
あ
っ
て
、
心
し
も
ボ

ィ
ス
ト
の
否
定
す
る
如
き
諜
合
の
も
の
で
は
無
か
っ
た
の

で
あ
る
。
更
に
吾
入
は
此
の
密
約
の
存
立
を
立
謹
す
べ
き

積
極
的
史
料
を
ヅ
ィ
ッ
ッ
ム
伯
爵
の
備
忘
録
に
撃
て
随
慮

獲
馨
し
得
る
に
苦
し
ま
ぬ
の
で
あ
る
。
伯
爵
は
一
入
六
六

年
普
填
戦
役
の
當
時
サ
ク
ソ
ニ
ヤ
の
駐
英
員
外
公
使
こ
し

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
一
三
　
（
　
一
七
三
）



　
　
　
第
十
四
巷
　
　
醗
究

て
英
京
倫
敦
に
あ
り
、
或
は
出
で
、
大
陸
の
雨
龍
國
に
活

躍
し
偏
へ
に
外
交
上
の
敏
腕
を
振
ひ
し
も
の
、
如
く
、
そ

の
折
の
鴬
豆
を
ば
精
彩
の
筆
に
依
り
、
往
復
の
文
書
に
照

ら
し
て
縦
横
に
論
述
し
て
居
る
。
余
輩
は
今
そ
の
中
に
掲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

げ
ソ
た
る
一
入
山
私
党
ハ
野
山
ハ
鎧
戸
二
十
五
日
倫
避
教
よ
り
出
　
せ
る
同

伯
爵
の
手
簡
に
慷
り
、
該
密
約
の
存
在
は
毫
も
疑
ふ
の
除

地
無
き
こ
ご
を
明
か
に
し
や
う
ご
思
ふ
。

　
　
　
の

　
（
一
）
　
伯
累
欝
は
山
ハ
月
月
二
十
山
照
日
フ
ナ
ル
ク
ス
ト
ー
ン

パ
舅
○
涛
。
馨
9
δ
）
及
び
ブ
ー
ロ
ニ
ー
を
渦
…
ぎ
て
、
佛
京
巴
里

に
到
着
し
、
同
日
斜
脚
ッ
ニ
ノ
ル
ニ
ヒ
公
器
夫
人
（
国
蓼
昏
ρ

羅
Φ
偉
興
鼠
9
）
の
サ
ロ
ン
に
於
て
宿
泊
す
る
を
得
た
。
同
慮

に
あ
り
た
る
凡
ゆ
る
人
々
は
イ
タ
ソ
ヤ
に
於
け
る
填
軍
の

勝
利
（
山
ハ
月
二
十
・
四
口
回
ク
ス
ト
ツ
ツ
ア
に
、
於
司
り
る
北
冥
の
勝
利
な
云
ふ
な
ろ
べ
し
。
）
の
報
導
に
激
戦
雀
躍

の
朕
態
で
あ
っ
た
。
こ
の
人
々
の
告
ぐ
る
ご
こ
ろ
に
依
れ

ば
フ
ラ
ン
ス
三
民
の
凡
ゆ
る
階
級
を
通
じ
、
イ
タ
リ
や
軍

敗
北
の
報
に
激
喜
せ
ざ
る
は
無
く
、
殊
に
兵
螢
の
軍
人
に

於
て
も
然
り
で
あ
っ
た
。
是
等
軍
人
は
イ
タ
ヲ
や
軍
の
失

㎜
入
六
六
年
六
犀
十
二
a
填
佛
密
約
に
磯
鹸
ヲ
ろ
一
考
鑛

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
㎜
四
　
（
　
一
七
四
）

敗
の
斜
懸
す
る
に
オ
ー
ス
ト
リ
ャ
軍
の
優
越
な
る
が
爲
め

な
り
こ
な
し
た
。
云
々
。
翌
日
、
伯
爵
は
フ
ラ
ン
ス
の
外
相

ヅ
ル
ー
イ
ン
ー
ー
ヅ
目
ヲ
ユ
ー
イ
を
訪
ね
た
が
、
外
相
は
伯
欝

を
食
卓
に
招
じ
、
食
後
相
携
へ
て
ク
ェ
ー
目
ド
ル
セ
ー
（
O
戸
慧

集
○
湊
曙
）
の
園
庭
に
趙
冒
し
、
現
下
の
形
勢
に
つ
い
て
論

議
を
取
り
換
は
し
た
。
ボ
ヘ
ミ
ヤ
に
於
け
る
懊
軍
勝
利
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　

虚
報
は
外
相
を
し
て
顔
る
上
機
嫌
に
見
え
し
め
た
。
良
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　

て
僧
事
同
盟
の
問
題
（
U
三
目
げ
Φ
三
ρ
Φ
貯
興
○
。
・
8
厭
璽
○
姦
計
。
｝
マ

中
き
N
α
絡
。
げ
窪
匿
二
二
）
や
鐵
血
政
略
の
成
果
こ
し
て
の

濁
逸
共
和
國
の
幻
影
等
に
就
い
て
も
批
評
及
び
論
議
が
翻

は
さ
れ
た
。
外
相
は
口
を
極
め
て
オ
ー
ス
ト
ソ
ヤ
の
將
軍

ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
太
公
（
卑
昏
①
震
○
㏄
．
≧
咽
》
お
○
露
）
の
功
績
を

讃
美
し
た
。
外
相
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の
や
う
に
填
軍
の

岩
絡
の
勝
利
を
絶
醤
に
信
じ
、
是
が
勝
利
を
利
用
し
て
フ

ラ
ン
ス
の
爲
め
に
す
る
こ
こ
ろ
あ
ら
う
こ
し
た
云
々
。
」
如

上
の
記
載
中
六
月
二
十
七
黛
に
佛
國
の
外
相
ざ
ヅ
・
4
ッ
ッ

ム
伯
爵
が
填
佛
同
盟
の
問
題
に
つ
い
て
論
議
を
闘
は
し
た



こ
い
ふ
の
は
凡
ら
く
は
六
月
十
二
日
の
雨
露
密
約
の
こ
ご

に
つ
い
て
意
見
を
交
換
せ
し
も
の
こ
見
る
べ
き
が
至
當
な

る
べ
く
、
ヅ
ル
ー
イ
ン
外
相
は
密
約
の
一
方
の
常
事
者
に

し
て
フ
ラ
ン
ス
の
大
臣
、
伯
爵
は
其
の
他
方
の
當
事
者
た

る
オ
ー
ス
ト
ソ
ヤ
の
同
盟
國
テ
ク
ソ
ニ
ヤ
の
有
力
家
な
れ

ば
、
當
時
に
於
け
る
爾
入
の
談
論
は
此
の
密
約
の
プ
ロ
シ

ャ
に
調
し
、
此
の
場
含
如
何
な
る
影
響
を
演
ず
べ
き
や
等

に
就
い
て
意
見
を
交
換
せ
し
も
の
な
る
べ
し
。
更
に
以
上

の
記
載
に
徴
す
れ
ば
當
時
佛
國
一
般
の
形
勢
は
イ
タ
ソ
ヤ
、

の
敗
北
を
喜
び
殊
に
湘
南
外
務
の
當
局
者
も
填
軍
の
戦
勝

を
讃
美
し
其
絡
局
の
勝
利
を
確
信
せ
る
も
の
、
如
き
状
況

で
あ
っ
π
が
、
こ
は
恐
ら
く
は
爾
國
の
密
約
を
間
接
乍
ら
聞

知
せ
る
に
よ
り
該
密
約
に
て
フ
ラ
ン
入
が
オ
ー
ス
ト
ソ
ヤ

の
爲
に
好
意
の
中
立
を
守
り
、
イ
タ
リ
ヤ
を
強
い
て
以
普

同
盟
か
ら
引
き
離
す
の
役
目
を
演
せ
ん
こ
し
て
お
る
の
で

イ
タ
ヅ
ヤ
の
敗
北
は
此
の
目
的
を
貫
徹
せ
し
む
る
に
充
分

の
機
會
を
輿
ふ
る
も
の
が
あ
る
か
ら
で
あ
ら
う
。
叉
か
く

　
　
　
第
十
四
巷
　
研
究

一
入
山
ハ
山
ハ
年
山
ハ
月
よ
丁
二
月
晶
三
論
密
約
『
P
㎝
㈱
諦
9
る
嚇
考
察

し
て
後
、
オ
ー
ス
ト
ソ
ヤ
が
プ
ロ
シ
ャ
ご
死
活
の
戦
を
演

じ
遽
に
勝
利
を
獲
得
せ
ん
か
、
密
約
に
依
っ
て
フ
ラ
ン
ス

は
オ
ー
ス
ト
リ
ャ
か
ら
ヅ
ェ
、
矛
チ
ヤ
を
獲
得
す
る
を
得
べ

く
或
は
講
和
の
際
の
鞍
掌
に
依
り
夫
れ
以
上
の
實
利
を
プ

質
シ
ヤ
か
ら
も
取
も
編
む
る
こ
ご
が
出
來
る
か
ら
で
あ
ら

う
。
更
に
又
貸
れ
に
反
し
て
イ
タ
ソ
ヤ
、
プ
ロ
シ
ャ
が
勝

を
得
る
こ
せ
ば
約
束
の
ヅ
ェ
ネ
チ
ヤ
を
オ
ー
ス
ト
ソ
ヤ
か

ら
得
る
こ
ビ
が
出
來
澱
許
で
無
く
、
況
し
て
夫
以
上
の
實

利
を
オ
ー
ス
ト
フ
ヤ
か
ら
得
る
や
う
な
こ
ご
は
潮
干
な
い

か
ら
で
あ
ら
う
。
無
く
の
如
き
推
定
の
下
に
間
接
乍
ら
幾

分
、
、
．
填
佛
密
約
の
存
在
を
肯
定
す
る
こ
と
が
出
來
る
の
で

あ
る
。

　
　
　
あ

　
（
二
）
ヅ
イ
ソ
ツ
ム
伯
欝
は
六
旦
二
＋
日
早
朝
懊
都
ウ

ィ
ー
ン
に
入
り
、
其
の
親
友
た
る
富
盛
外
相
メ
ン
ス
ド
ル

フ
を
訪
ひ
現
下
の
状
勢
に
而
て
聞
き
糺
そ
う
ご
考
へ
た
。

良
が
て
伯
爵
は
奥
堂
の
安
樂
椅
子
に
碕
り
掛
れ
る
外
相
に

久
潤
を
好
し
π
が
、
㎡
ヘ
ミ
や
方
面
か
ら
の
敗
報
に
心
観
れ

　
　
　
　
　
　
第
二
髄
　
　
一
五
　
（
　
一
七
五
）



　
　
　
第
十
四
巻
　
　
研
究

た
る
此
の
高
潔
の
愛
惚
者
、
誠
患
無
二
の
大
昔
を
見
て
は

思
は
す
面
を
背
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
伯
爵
は
如
何
な

る
言
葉
を
以
て
打
萎
れ
た
る
此
の
將
軍
外
相
を
慰
む
べ
き

か
を
知
ら
な
か
つ
だ
。
そ
こ
で
伯
爵
は
巴
里
及
び
倫
敦
に

於
て
は
如
何
に
填
將
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
太
公
の
イ
タ
リ
ャ
で

の
勝
利
を
獣
迎
し
て
居
る
か
、
如
何
に
聖
母
の
輿
論
が
オ

ー
ス
ト
リ
ヤ
に
同
惜
を
表
し
て
居
る
か
を
物
語
っ
た
。
外

相
は
答
へ
て
「
中
立
國
の
同
情
を
吾
人
の
側
に
も
ち
得
る

こ
と
は
誠
に
結
構
な
次
第
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
戦
場
に
於

て
二
三
の
能
く
訓
練
さ
れ
た
族
團
、
能
く
装
置
さ
れ
た
砲

毫
を
所
有
し
得
る
こ
ご
は
、
直
れ
に
も
増
し
て
有
数
で
あ

る
。
」
云
々
（
伯
欝
備
忘
錐
の
大
意
上
職
錐
す
）
。
此
の
・
ン
ス
ド
㌻
の
言
葉
は

「
竣
佛
密
約
に
戦
時
、
フ
ラ
ン
ス
が
詞
書
ス
ト
ソ
ヤ
に
甥
し

好
意
の
中
立
を
守
る
ご
云
ふ
箇
條
が
あ
る
に
依
り
、
塊
國

多
難
の
今
、
特
に
フ
ラ
ン
ス
が
強
い
て
此
の
箇
條
を
有
利

に
解
繹
し
、
蹴
転
の
爲
、
武
力
干
渉
で
も
遣
っ
て
臭
れ
る

な
ら
ば
更
に
宜
い
。
」
ご
云
ふ
や
う
な
意
昧
で
言
ふ
た
も
の

一
入
山
ハ
山
ハ
年
ぬ
ハ
月
月
十
・
二
H
適
温
轡
密
約
に
闘
脚
マ
ろ
一
考
察

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
一
山
ハ
　
（
一
七
六
）

・
こ
せ
ば
、
塞
に
了
り
易
く
、
而
潔
く
解
繹
が
出
來
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
も
亦
間
接
、
幾
多
か
該
密
約
の
存
在
を
護
明

し
喜
べ
き
一
助
こ
も
な
ら
う
。

　
　
　
め

　
（
三
）
　
巳
に
し
て
ず
ド
フ
に
於
け
る
二
軍
大
敗
の
報
導

は
櫛
の
歯
を
ひ
く
が
如
く
に
懊
都
ウ
ィ
ー
ン
に
至
っ
た
。

此
の
折
か
ら
七
月
の
四
昇
ク
ソ
ニ
ャ
（
ナ
ー
ス
ト
サ
ヤ
の
同
盟
囲
）
王
・

ハ
ン
（
冒
ぎ
§
）
は
ウ
イ
ー
ン
に
來
着
し
ヴ
イ
ッ
ッ
ム
伯
爵

は
填
皇
帝
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
セ
フ
に
俘
ひ
て
之
を
ウ
ィ
ー
ン
の

停
車
…
場
に
出
迎
へ
た
。
良
が
て
懊
帝
は
ず
ク
ソ
ニ
ャ
王
こ

そ
の
車
を
一
に
し
て
、
シ
ェ
ー
ン
ブ
ル
ン
の
宮
殿
に
向
ふ

た
。
王
に
俘
ひ
來
り
し
ボ
イ
ス
ト
は
倍
欝
ご
車
を
同
う
し

伯
欝
の
宿
れ
る
族
館
へ
こ
急
い
だ
。
翌
朝
未
明
ボ
イ
ス
ト

は
シ
ェ
ー
ン
ブ
ル
ン
に
ε
招
か
れ
コ
た
。
伯
欝
7
も
↓
小
お
ん
詠
ノ
ク

ソ
ニ
や
王
に
面
謁
せ
ん
が
爲
、
殆
ご
十
一
時
頃
族
館
を
立

て
、
シ
肝
玉
ン
ブ
ル
ン
の
王
宮
に
向
ふ
た
。
伯
爵
は
王
宮

に
至
っ
て
王
の
居
室
を
尋
ね
た
が
忠
實
な
る
從
僕
は
突
如

二
箇
の
扉
を
押
し
開
い
た
。
思
は
す
室
内
を
眺
む
れ
ば
、



線
の
卓
子
に
沿
ふ
て
填
帝
フ
ラ
ン
ツ
”
ヨ
ゼ
フ
、
サ
ク
ソ
ニ

や
王
ヨ
ハ
ン
、
填
國
外
相
メ
ン
ス
ド
ル
フ
、
さ
て
は
ケ
ク

ソ
ニ
ャ
外
相
ボ
イ
ス
ト
、
懊
國
の
大
官
モ
ー
リ
ツ
H
エ
ス
ク

ル
ハ
ズ
イ
ー
（
§
簿
N
滴
無
Φ
讐
9
塁
）
な
ご
威
儀
を
整
へ
て

睡
魔
の
最
中
で
あ
っ
だ
。
サ
ク
ソ
ニ
ャ
王
は
や
を
ら
此
方

に
笑
顔
を
指
向
け
つ
、
7
今
ぞ
會
議
の
最
中
な
る
を
從
僕
の

知
ら
す
し
て
戸
を
明
け
放
て
る
」
を
目
示
し
た
。
伯
欝
は

直
に
席
を
外
づ
し
會
議
の
絡
は
る
を
待
ち
受
け
た
。
討
議

は
良
が
て
終
を
告
げ
、
エ
ス
テ
ル
ハ
ヂ
ー
は
轟
然
た
る
文

書
の
幾
束
か
を
腋
下
に
か
い
込
み
て
、
第
一
に
出
で
來
り

い
ご
心
配
氣
な
る
眼
を
仰
向
け
つ
、
余
に
固
き
握
手
を
興

へ
だ
。
ず
ク
ソ
ニ
ャ
王
は
直
ぐ
ご
喜
ん
で
余
を
居
問
に
請

じ
、
例
の
如
く
落
付
き
彿
っ
て
、
凡
て
を
立
派
に
断
念
め

て
了
つ
た
や
う
に
見
え
だ
。
第
一
に
王
は
伯
爵
に
挨
拶
し

て
「
頭
を
仰
向
け
給
へ
、
落
撮
せ
ら
る
、
睡
れ
」
ご
云
ふ
た
。

次
に
「
有
難
い
こ
ご
に
は
余
の
子
供
等
は
息
災
で
あ
る
」
ご

話
さ
れ
だ
。
併
し
、
案
外
に
も
王
は
「
ヅ
ェ
ネ
チ
ヤ
を
直

　
　
　
第
十
四
巷
　
　
研
究

一
入
山
ハ
山
ハ
年
山
ハ
日
月
十
二
日
鰍
｛
佛
密
約
に
．
闘
…
す
る
一
考
鴬

野
イ
タ
ジ
ヤ
に
渡
さ
す
、
フ
ラ
ン
ス
に
譲
草
す
る
こ
ご
が

今
日
の
議
題
の
主
な
る
問
題
で
あ
っ
だ
」
ご
話
さ
れ
た
。

良
が
て
伯
爵
は
此
の
王
ビ
の
国
見
を
絡
は
り
、
ボ
イ
ス
ト

ビ
共
に
相
携
へ
て
ウ
ィ
ー
ン
の
方
に
蹄
ら
う
ご
し
た
が
、

途
中
ボ
イ
ス
ト
に
「
何
故
か
く
も
急
い
で
ヴ
ェ
、
年
チ
ヤ
を

フ
ラ
ン
ス
に
渡
す
こ
ご
を
相
談
さ
れ
た
」
か
ご
尋
ね
て
見

た
。
爾
ほ
、
「
此
の
際
頗
る
瞬
隊
の
態
度
を
垂
れ
る
ナ
ポ
レ

オ
ン
を
其
の
儘
に
捨
て
畳
き
、
ヅ
ェ
ネ
チ
ヤ
を
樹
プ
ロ
シ

ャ
談
剣
の
封
象
物
ご
し
て
掌
中
に
保
留
し
、
か
く
し
て
普

懊
直
接
談
剣
の
際
一
段
ご
都
合
善
き
講
和
條
件
を
確
得
す

る
や
う
に
し
て
、
此
の
ヅ
ェ
、
矛
チ
ヤ
を
フ
ラ
ン
ス
な
ら
で

プ
ロ
シ
ャ
に
引
き
渡
す
方
が
寧
ろ
善
い
で
は
無
い
か
。
」
云

々
ご
尋
ね
て
見
た
。
し
か
し
、
ボ
イ
ス
ト
は
こ
れ
に
答
へ

て
「
宮
廷
會
議
の
際
際
の
エ
ス
テ
ル
ハ
ズ
ィ
ー
は
六
月
十

二
日
の
條
約
に
説
き
及
ぼ
し
、
此
の
條
約
に
定
め
ら
れ
た

約
束
を
完
了
し
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
を
し
て
武
装
的
干
渉

ご
ま
で
は
行
か
す
ε
も
、
プ
ロ
シ
ャ
に
賭
し
馬
歯
の
示
威
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†
四
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研
究

運
動
を
執
る
や
う
に
仕
向
け
や
う
ご
企
て
た
の
で
あ
る
2

ε
物
語
つ
た
。
』
云
々
。

　
如
上
の
叙
述
に
從
へ
ば
、
最
も
確
實
明
瞭
に
填
佛
密
約

（】

ｪ
六
六
年
六
月
十
二
日
）
の
存
在
を
肯
定
す
る
こ
ご
が

淫
事
る
。
而
も
「
該
密
約
の
在
り
得
べ
か
ら
ざ
る
事
實
に

し
て
其
條
約
丈
ご
繕
す
る
も
の
、
如
き
も
、
畢
覧
は
架
塞

の
も
の
に
過
ぎ
ざ
る
べ
し
」
こ
な
せ
る
ボ
イ
ス
ト
伯
そ
の

人
の
ロ
よ
り
し
て
該
密
約
の
肯
定
的
讃
明
を
聴
く
に
至
っ

て
は
甚
だ
皮
肉
の
こ
ご
、
云
は
ざ
る
を
得
無
い
。

　
何
故
に
該
密
約
の
存
在
を
否
定
し
、
そ
の
外
交
交
書
を

架
塞
の
も
の
ご
宣
し
た
る
か
、
顧
ふ
に
彼
れ
ボ
イ
ス
ト
は

後
年
の
填
國
宰
相
に
し
て
甚
し
く
反
プ
ロ
シ
ャ
主
義
を
包

藏
せ
る
政
治
…
家
で
あ
る
。
從
て
㎜
戦
敗
國
た
る
オ
ー
ス
ト
ソ

ヤ
の
外
交
的
光
榮
ご
竜
見
倣
し
得
ざ
る
や
う
な
此
く
の
如

き
密
約
を
成
る
可
く
隠
微
の
裡
に
葬
り
去
ら
う
ご
企
て
た

も
の
、
や
う
で
あ
る
。
そ
し
て
ヴ
ィ
ソ
ッ
ム
伯
欝
の
備
忘

録
の
如
く
裏
面
の
眞
相
を
傳
へ
元
る
も
の
は
決
し
て
現
は

一
入
山
ハ
山
ハ
年
山
ハ
殴
月
十
コ
R
阿
．
嬢
砺
備
岬
蜜
約
に
閣
潔
テ
ろ
…
考
察
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入
）

れ
鳴
る
も
の
で
無
い
ご
信
じ
た
る
結
果
、
上
述
の
や
う
に

密
約
、
文
書
爾
つ
乍
ら
架
塞
の
も
の
こ
し
て
按
斥
し
去
ら

ん
ご
企
て
た
も
の
、
や
う
で
あ
る
。
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